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研究成果の概要 

神経ネットワーク型物理計算に適した分子材料の探索を行った。ポリオキソメタレートに着目し、

純粋な電子伝導を発見するとともに少数分子接合の形成によりメムリスタ特性を示すことを明

らかにした。現在、盛んに研究されているメムリスタの動作原理は、フィラメントメカニズムによる

ものであるが、全く新しい原理に基づくメムリスタデバイスの可能性を示した。電気電導性高分

子が持つ本質的な構造は神経ネットワーク型の物性を示し、多様な非線形応答が得られ、そ

のまま神経ネットワークとして利用できる可能性がある。さらに PCBM と Au が新たな分子軌道

を形成し、電子伝導のホッピングサイトとして働き、非線形電気特性を示すことが明らかになっ

た。ネットワークの構成手法として、水面展開法を用いることにより、明確な導電性高分子のネ

ットワーク構造による非線形電気特性の発現を実証し、ネットワーク密度や積層構造と非線形

特性の相関を明らかにした。カーボンナノチューブにおいても水面展開手法を適用できるよう

になり、ネットワーク構造の制御と非線形電気特性の発現が可能となった。また、東ソーが開発

した自己ドープポリチオフェン膜に松本 G が提案する脱ドープを行うことで、非線形電気伝導

が発現することを示した。また、湿度制御による電子およびプロトンの混合伝導領域にてそれ

に伴う複雑な非線形特性が発現することを見出し、本材料の新たな用途開発に寄与した。光

応答材料で作製したリザバー素子に光照射すると、電流ノイズにより演算精度が向上すること

が分かった。硫化銀の多結晶薄膜構造が光検知インセンサ演算素子として、画像認識に成功

した。また、カーボンナノチューブ（CNT）/ポリジメチルシロキサン（PDMS）ランダムネットワーク

のスポンジ構造が、圧力検知インセンサ演算素子として把持物体認識に成功した。この 2点は

AI ロボット応用が期待される。 
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